
親
と
姓
が
違
う
こ
と
は
、
子
供
に
非
常
に
心
理
的
な
影
響
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
子
供

に
と
っ
て
は
負
担
で
す
。
し
か
も
他
人
と
の
違
い
を
意
識
す
る
思
春
期
の
学
校
生
活
で
、

い
じ
め
や
、
か
ら
か
い
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
日
本
は
制
度
上
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム

を
持
た
な
い
国
と
な
り
、
私
た
ち
が
名
乗
っ
て
い
る
姓
名
、
氏
名
は
意
味
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
世
界
の
国
の
ほ
と
ん
ど
が
、
夫
婦
の
姓
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
同
姓
や
結

合
姓
な
ど
の
共
通
姓
を
採
用
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
の
統
一
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
八
年
の
内
閣
府
「
家
族
の
法
制
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
同
姓
支
持
は
、

通
称
と
し
て
な
ら
認
め
て
も
よ
い
人
を
合
わ
せ
て
六
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
夫
婦
別
姓

支
持
は
三
六
・
六
％
で
、
そ
の
う
ち
、
実
際
に
別
姓
を
希
望
す
る
人
は
わ
ず
か
七
・
六
％
で
す
。 

千
葉
景
子
法
務
大
臣
「
結
婚
を
、
何
で
お
国
に
届
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
し

ら
。
…
戸
籍
は
、
個
人
個
人
が
登
録
を
し
て
、
だ
れ
が
い
つ
結
婚
し
た
か
、
そ
れ

が
両
方
に
記
載
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
個
人
籍
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
」（
『
家
族

を
こ
こ
か
ら
変
え
る
』
よ
り
要
約
） 

長
谷
川
三
千
子
・
埼
玉
大
学
教
授 

も
し
民
法
が
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
採
用
す
る

と
な
る
と
、
も
う
民
法
は
家
族
に
つ
い
て
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
表
現
い
た
し
ま
せ
ん
と
、
ギ
ブ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
の
も
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
人
間
は
バ
ラ
バ
ラ
の
個
人
な

ん
だ
、
親
も
子
も
な
い
、
自
分
が
自
分
と
し
て
生

き
た
い
よ
う
に
生
き
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
を

民
法
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
も

の――

と
な
っ
た
ら
実
は
姓
だ
と
か
氏
だ
と
か
は

意
味
が
な
く
な
り
ま
す
。（
3
／
20
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
の
「
夫
婦
別
姓
に
反
対
し
家
族
の
絆
を

守
る
国
民
大
会
」
に
て
） 

 

木
村
治
美
・
親
学
推
進
協
会
会
長 

共
立
大
学
教
授 

子
供
の
立
場
か
ら
別
姓
の
親
を
見
れ
ば
、
夫
婦

の
絆
、
一
体
感
よ
り
は
個
人
主
義
を
選
ん
だ
。
そ

う
い
う
生
き
方
を
子
供
た
ち
も
受
け
止
め
て
、
自

分
本
位
に
生
き
れ
ば
い
い
の
だ
な
あ
と
思
う
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。(

同
右) 



 

と
い
う
こ
と
は
… 

外
国
政
府
の 

意
向
を
体
す
る 

永
住
外
国
人
が 

一
〇
〇
人
ち
ょ
っ
と 

い
れ
ば
、 

当
選
を
逆
転
す
る 

こ
と
が
で
き
る
？ 

最
高
裁
は
平
成
七
年
、
選
挙
権
を
「
国
民
固
有
の
権
利
」
と
規
定
し
た
憲
法
第
十

五
条
に
つ
い
て
、
「
日
本
国
民
の
み
を
そ
の
対
象
と
し
」
「
わ
が
国
に
在
留
す
る
外

国
人
に
は
及
ば
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。 

国
政
と
地
方
政
治
の
境
界
は
明
確
で
は
な
く
、
自
衛
隊
や
米
軍
の
基
地
、
原
発
と

い
っ
た
安
全
保
障
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
の
問
題
は
、
国
政
や
国
益
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。 

対
馬
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
な
ど
が
属
す
る
地
方
自
治
体
に
近
隣
諸
国
民
が
多
く
移

住
し
参
政
権
を
行
使
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
領
有
権
が
逆
に
否
定
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。 

内
政
干
渉
が
堂
々
と
行
わ
れ
、
外
国
人
子
弟
へ
の
配
慮
を
理
由
に
偏
向
し
た
教
育

内
容
が
強
制
さ
れ
た
り
、
教
科
書
採
択
に
外
圧
が
加
え
ら
れ
た
り
、
入
学
式
・
卒

業
式
で
の
国
旗
掲
揚
や
国
歌
斉
唱
が
拒
否
さ
れ
る
事
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

地方の時代、地方主権の時代といわれる今日、地方の

行政の持つ機能が国家の将来に致命的な影響を及ぼす

問題が多々ある。基地や原発の設置などの国家的な課

題を外国人が左右するようなことがあってはならな

い。私は外国人への地方参政権付与には断固として反

対する。（4／27・産経新聞意見広告より） 

永住外国人地方参政権付与法案は、日本国民としての

主権そのものを蔑ろにするばかりか、国の根幹を揺る

がしかねない極めて愚かな政策です。私はこの問題に

対して、断固として反対します。（同上） 

先般、臨時全国知事会が開催され、3 県の知事以外のほ

とんどは反対や消極的な立場でした。愛媛県では、教科

書採択取り消しの訴訟がおこされ、3459 人の被告のう

ち3250人が外国人、地方のある特定のテーマに関して、

外国人が利用される今の状況を考えると、外国人地方参

政権は大変大きな問題を孕んでいます。（同上） 


